













ク(Eisenberg)町(Kreisstadt)に位置する地域交通企業 JES Verkehrsgesellschaft mbH（以
下， JES ）であり，後者がヴァルトブルク (Wartburgkreis) 郡の地域交通企業
Verkehrsgesellschaft Wartburgkreis mbH（以下，VGW）である。 
テューリンゲン州の地域公共交通に関わる特徴として，この州はドイツ再統一の際に誕
生した新連邦州の 1 つで，そのため運輸連合のまとまりなどが他の州に比べて遅いことが











調査対象地の位置図は図 1 に示すとおりである。 
テューリンゲンは，エアフルト(Erfurt)市(Kreisfreie Stadt)を州都とする人口 2,158,128
人(2016.12.31)，面積 16,172 ㎢の州である。州には 6 つの独立市と 17 の郡がある。エアフ
ルト市は同州最大の都市であるが，人口は 2016 年末で 211,113 人と比較的小さな規模であ
る。なお，表 1 あるいは図 2 に示されているように，テューリンゲン州全体では人口減少 
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表 1 対象地における人口推移(各年 12.31 時点) 
 
テューリンゲン州統計局より作成 
2000年 2005年 2010年 2015年
チューリンゲン州 2,431,255 2,334,575 2,235,025 2,170,714 16,172 134
エアフルト市 200,564 202,844 204,994 210,118 270 778
ヴァルトブルク郡 144,677 138,337 130,560 125,655 1,305 96
ザーレ＝ホルツランド郡 93,929 90,761 86,809 86,184 817 105
⼈⼝(⼈) ⼈⼝密度(⼈/㎢)
2015年⾯積(㎢)
図 2 テューリンゲン州における 
人口規模の推移(各年 12.31 時点) 
テューリンゲン州統計局より作成













図 3 市町別人口(2016.12.31 時点) 
テューリンゲン州統計局より作成
図 4 市町別高齢化率(2016.12.31 時点) 
テューリンゲン州統計局より作成
 















VMT内 207 3,191 784,145 182,869 23.3 246
VMT外 643 12,981 1,373,983 352,167 25.6 106
総計 850 16,172 2,158,128 535,036 24.8 133
VMTのカバー率(％) 24.4 19.7 36.3 34.2 - -





訪問日： 2017 年 9 月 6 日 
対応者： Mr. Christoph Heuing 
 Mr. Alexander Marx-Herrmann
・州の乗客会(Pro Bahn，写真 1) 
訪問日： 2017 年 9 月 4 日 





訪問日： 2017 年 9 月 5 日 
対応者： Mr. Andreas Moeller 
 Ms. Kerstin Otto 
・ビュルゲル(Bürgel)町 
訪問日： 2017 年 9 月 4 日 





訪問日： 2017 年 9 月 6 日 
対応者： Mr. James R. Duerrschmid 
・ヴァルトブルク郡乗客会 
訪問日： 2017 年 9 月 7 日 




3.1.1. 運輸連合 VMT による調整機能 
VMT は 2006 年に設立され，当時はエアフルト市とワイマール(Weimar)市のみがその対
象地域であった。2010 年に現在の地域まで対象を拡大させており，参加企業は 13 社であ















































図 5 VMT によるチケット価格区分 
VMT パンフレットより転載
 
写真 1 州乗客会会長へのヒアリング 
2017.9.4 筆者撮影
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3.2. ザーレ＝ホルツランド郡の事例 
3.2.1. 運輸連合 VMT に参加する JES の公共交通サービスの展開 
JES はアイゼンベルク市に本社を構え，ザーレ＝ホルツランド郡で事業を展開する。ま
た，イェーナ市とアイゼンベルク市間の路線バス(1 時間 1 本以上)も運行する。バス停の位
置や営業計画などは郡の交通計画に規定される10。大型バス 80 台と 90 人のドライバーを抱
える11。 
40 本ほどの路線で運行しているが，そのうち 5 本程度しか黒字化できていない。現在の
体制は 2013 年からで，赤字体制から脱却し，財政の健全化が最も大きな課題となっている。
体制移行後は時刻表を中心に改善を行っている12。2014〜2016 年で乗客数は 21％改善し，
利用客数は年間 180 万人に上る。運輸連合 VMT に参加しており，広域のチケット販売に
対して VMT からの料金の配分がある。2016 年は 4 万ユーロを受け取った。このような経
営改善の背景には，イェーナ市の交通との連携がある。同市でバスを運行する地域交通企












ビュルゲル町は人口 3,079 人(2016.12.31)，面積 27 ㎢の小さな町である。イェーナ市か
ら 12 ㎞東に位置し，アイゼンベルク市までバスで 30 分ほどである。 
高齢者は，自分が暮らす集落で過ごしたいと考えているが，様々な困難がある。例えば，
















写真 2 下校時のスクールバス(JES) 
2017.9.5 筆者撮影
 




3.3.1. 運輸連合に参加していない VGW のバスサービス 
VGW は 1995 年設立の地域交通企業で，アイゼナハ(Eisenach)市やヴァルトブルク郡，
郡内 12 の私企業が共同出資する第三セクターである15。VGW がヴァルトブルク郡を管轄
し，別会社がアイゼナハ市を管轄するが，共同運行を行っている(写真 5)。 



















写真 4 VGW へのヒアリング 
2017.9.6 筆者撮影
 























写真 6 郡乗客会会長へのヒアリング 
2017.9.7 筆者撮影











4. 2 つの比較を通してみえる地域公共交通の課題 
本稿で事例として取り上げた JES と VGW は，同じテューリンゲン州の縁辺部で地域公







































日本都市センター『第 4 回 都市自治体のモビリティに関する研究会』資料，2017 年 2 月
27 日 
 
                                                  




3 運輸連合の範囲が自治体の境界線と完全に一致しないところが 1 か所あるため，自治体数は 1 つ多くカ
ウントされている。 









9 分配の比率を決めるための乗客数，つまり事業者をまたぐ乗客の乗降駅は 5 年ごとに大規模な調査によ
って求められている。また，運輸連合の範囲を越える移動は，ドイツ鉄道(Deutsche Bahn，DB)が管理
し，売上に応じて分配される。 
10 500〜1,000 人ほどの居住者に対して 1 つのバス停を用意する必要やバリアフリー対応のバス停を用意
する必要がある。 
11 このうち 40 台のバスをこの 3 年の間に更新した。郡からの補助金を受けている。また。トータルの従
業員は 113 人である(インタビューによる)。 
12 毎年 12 月に改定を行うようにし，そのために地方政府関係者や乗客から要望を聞くようにしている。 
13 ビュルゲル町は陶器の町として知られ，工房も数多く立地している。 
14 それでもフランクフルトまで 3 時間である。 
15 なお，2019 年には今後 10 年間分のライセンスの更新が行われる。 
16 この数値は，アイゼナハ市とヴァルトブルク郡の合計である。ただし，雇用者のなかには旅行業務など




                                                                                                                                                  
に関わる者が含まれるため，公共交通に関わるのは約 200 人である。 
17 車両購入に関しては，州政府からの補助金を得ることができる。 
18 新聞広告は，VGW が郡政府からの依頼で掲載したものであった。 
19 11 人に加え，高齢者，学生，障がい者の立場から代表者が参加している。 
20 𡈽𡈽𡈽(2013:131)は日本の地方鉄道を考察しつつ，強行交通システムの構築に「都市圏を単位とした共通
運賃制度や運輸連合の制度を検討していく方が合理的である」という。 
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